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 要 旨   
 ラットとスナネズミの胃腸管平滑筋の収縮性及び伸張性へ赤及び白ワインが与える影響

について調べた。両方のワインはラットとスナネズミの十二指腸と回腸に対して収縮応答

を誘導したが、大腸と直腸にはそのような効果が見られなかった。ワインから得られたど

ちらのジクロロメタン抽出物もラットの十二指腸と回腸のみに伸張性応答を示したが、大

腸と直腸では伸張性応答を示さなかった。対照的に、ワインのジクロロメタン抽出物はス

ナネズミの十二指腸と回腸のどちらにも拡張性作用を誘発しなかった。さらにジクロロメ

タン抽出物はアセチルコリン誘導性の収縮応答の抑制効果を持っていた。赤と白ワインは

酒石酸、リンゴ酸、乳酸、クエン酸などの多くの有機酸を含むが、これらの化合物のラッ

ト十二指腸に対する収縮応答の誘発する能力はクエン酸>酒石酸≧リンゴ酸>乳酸の順であ

った。両方のワイン中に存在するこのような化合物が胃腸管平滑筋応答の原因となる活性

成分として示唆された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  




